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就労支援における作業療法士のかかわり
The Role of the Occupational Therapist in Assisting Persons with 
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3　精神障害者の雇用状況と施策
1）企業での規模別雇用者数
厚生労働省の雇用実態調査によると、平成 20 年 11 月時点で、雇用されている身体障害者は
推計 34 万 6 千人、知的障害者は推計 7万 3千人、精神障害者は推計 2万 9千人である。








ハローワークにおける平成 20 年度の精神障害者の新規求職申込件数は 28,483 件、就職件数
は 9,456 件で就職率（就職件数／新規求職申込件数）は 33.2％である。また、平成 19 年度の























































筆者はハローワークに勤務していた 8年間に、約 180 名の精神障害者に出会った。一回の相
談のみの人もいれば約 7年支援した人もいる。就職した人のうち、10 年以上勤務している人
もいれば、半年ほどで退職した人もいる。ここでは、2人の就労支援を振り返ってみる。
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筆者は、精神病院を母体とした就労移行支援事業所に、2010 年 4 月から非常勤の作業療法
士としてかかわっている。この事業所は、施設長、精神保健福祉士、臨床心理士、指導員の 7
名の職員が配置され、利用者は約 20 名で、その内 7割が統合失調症の人である。年齢は 20 代
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